
アボン会館の生い立ち 

アボン会館（シスター海野メモリアルホール） 

  

バギオ基金 副会長  野口 広 

バギオ高原の小高い丘の上に建つアボン会館、正確に

は「シスター･テレジア･海野メモリアルホール」です。 

彼女は、日本での教師を定年退職後、フイリピンへ渡

航、最初はマニラに滞在しましたが、バギオ市で日系人

が迫害されていることを知り、即 バギオ市に向い日系

人を山奥に探し求めて救援･支援にあたりました。 

 マリアのフランシス会宣教師、修道女 シスター海野

は、山奥で質素な生活をしていた日系人の母親達から 

 「我々は貧乏には慣れていますが、何としても子供に教育を受けさせたい・・・」と懇願され、

フイリピンと日本の政府に要請、努力した結果、バギオ市の子女育英事業を起こし、1979 年、

日本のロータリー訪問と出会い、以来ロータリーが彼女の育英事業を引き継ぐことになり、1981

年にバギオ基金が設立されました。 

アボン会館ですが、この大事業が成功したことから、地元の日系人の間で、何とか長く彼女の

記念になる建物を造ろうという声が多く、この建設計画が達成されました。国内外からの義捐金

により、特に現地の財団法人 北ルソン比日基金が主体となり、1998 年 11 月に会館は落成しま

した。アボンとは、タカログ語でなく、むしろベンケット州の方言で「家」という意味のようで

す。我々が毎年訪問の際、寄付金の贈呈式と奨学生との昼食会を開催するアボン会館 1 階に、シ

スター海野の写真額があります。 

この落成式には、名誉ある来賓として、湯下博之日本国大使･由美子夫人、マウリシオＧ・ド

モガン バギオ市長（現市長で中途国会議員を経て通算 23 年間就任）、ラウル･モンタリス ベン

ケット州知事、北ルソン比日基金カルロス･Ｂ･寺岡理事長、同基金日本担当理事 大内照子氏が

参加、また湯下大使は祝辞の中で、シスター海野宣教師は、バギオ市在住日系人そして奨学生に

対する献身的な尽力、当初は貧困者･身障者を支援する目的で 1972 年渡比し、その生涯をかけ

て日系人救援に貢献した、日比両国の友好に対しても奉仕、バギオに新しい社会を創造したこと

を強調し、大変賞賛し感謝を述べました。 

注）「ロータリーの友」誌 2002 年 5 月号 及び 

「北ルソン比日基金会報」2007 年記念号 参照。 

 

アボン会館の側にあるマーカー（記念碑）の一部に下記のことが記されて

います。シスター海野の下に集まった日系人と共に 1972 年比日友好協会を

発足、1987 年（財）北ルソン比日基金が設立されました。比日親善友好会

館アボンでは四半世紀を経た現在、日系人はその道徳を偲び、遺志を継承す

べく活動しています。輝かしい遺構として建設された会館は、東京の笹野ト

シ子様はじめ多くの善意ある人々の協力によって完成されました。  

シスター海野は将にロータリーで言う「超我の奉仕」を一心に貫いた孤高

の人生でした。胃がんでしたが、入院を抑えて育英事業に尽くし 1989 年 12

月 31 日他界しました。シスター海野記念会館は、彼女がバギオ市に不在で

したら会館建物もなく、バギオ基金も設立されなかったかもしれません。 
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5 日間のスケジュールを終え帰国しました。今回は奨学生 20 数名をマニラに呼び観光をさせ、

市内のレストランにて卜部大使を招き 100 名近い大宴会で盛り上がりました。（詳細は次回バギ

オだより又はロータリーの友 5 月号にて報告します。） 

Baguiofund                     

◎バギオ基金へのご協力に感謝いたします                                                                                                                                                                                                                   
   2014年 1月～2月の受入寄付金は、73件 1,181,000円です。 

  2013年度の寄付金受入額の合計は、198件 3,951,000円になりました。 

◇ 後援者（個人、法人、推薦）からのご寄付    （敬称略） 

●東京板橋 RC 
  坂野文雄 
●東京葛飾中央 RC 
  内山源蔵 
●東京江北 RC 
  海老沼孝二 
●東京臨海 RC 
  阿久津康弘 芦澤達雄 
  橋本豊之  本多信雄 
  今井忠   入澤昭彦 
  地引智明  栗山義広 
  三橋晶   中村群一 
  大澤成美  酒井教吉 
  佐久間裕章 笹本寛治 
  佐藤正樹  須藤宗之助 
  髙橋映治  高橋龍司 
  田村浩康  棚橋公夫 
  山田晃久  武田健太郎 
  尾身治彦  金澤隆登 
  斉藤実   佐久間栄一 
  鈴木孝行 

●東京西北 RC 
  岡村進 
●東京豊島東 RC 
  滝澤宏 
●那覇西 RC 
  安里文雄  石川正一 
●東京調布 RC 
  竹腰昌明 
●東京調布むらさき RC 
  遠藤誠幸 
●東京八王子東 RC 
  山本武司  佐藤武文 
  児島安喜  小山昌 
●東京城西 RC 
  石原彰恭 
●東京狛江 RC 
  大平操   河野道雄 
●東京西南 RC 
  本田哲生  佐久田昌昭 
 

寄付金受入口座 ： 郵便振替 00130-0-102022  ｻﾞｲ)ﾋｺｸｲｸｴｲｶｲﾊﾞｷﾞｵｷｷﾝ 

三井住友銀行 東京中央支店 普通 8246604 ｲｯﾊﾟﾝｻﾞｲﾀﾞﾝﾎｳｼﾞﾝ ﾋｺｸｲｸｴｲｶｲﾊﾞｷﾞｵｷｷﾝ  

2月 7日(金)～11日(火)の日程で

実施しました。20R.C.よりロータ

リアンとそのご家族で 52 名の参

加となりました。 

当初は、坂本新会長ご夫妻を含

め、60 名を超す参加者でバス 3 台

にしようかと嬉しい悲鳴をあげま

した。しかし日台親善会議･沖縄で

の I.M.等の日程が続き、急な寒波

もあり、前川名誉会長等 8 名の欠

席がでましたが、旅行行程中は、

怪我も事故も病気もなく、無事に 

●東京白金 RC 
  井上和子 
●都留 RC（山梨県） 

武藤周二  佐藤秀男 
奥秋公大 

●諏訪湖 RC（長野県） 
平山隆勇 

●福井あじさい RC（福井県） 
前田和寛 
前田ﾒﾃﾞｨﾘｰﾝ（前田和寛） 

●敦賀 RC（福井県） 
道永弘夫    神谷保男 

●京都紫竹 RC（京都府） 
細見正博  坂栄二 
宮内弘人 

●和田山 RC（兵庫県） 
小野山真生 

●延岡 RC（宮崎県） 
田村智英 

 

第 35 回バギオ訪問交流の旅 報告 

「バギオ基金」について、よりご理解を頂くために、卓話に伺わせていただきます。 
ご希望のＲＣは基金事務局までお申し込み下さい。 
 

 

 

◇ 後援ロータリークラブからのご寄付 

●東京あすか RC  ●東京四谷 RC     

●東京池袋西 RC  ●東京上野 RC 

●東京臨海 RC   ●東京青山 RC 

●東京臨海東RC  ●東京武蔵府中RC 

 

 

◇ RC創立周年記念寄付を頂きました 

 ● 1/30  東京上野 RC創立 30周年記念寄付 

ケノン道路展望台での集合写真 

●都留 RC（山梨県）   ●大月 RC（山梨県） 

●前橋中央 RC（群馬県） ●志摩 RC（三重県） 

●堺フラワーRC（大阪府） 

●Rotary E-Club Sunrise of Japan（和歌山県） 

 


